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研究成果の概要 

本研究では、バイオマス炭素資源を直接変換し、その化学修飾を精密に制御する新たな手段と

して、配位結合で基質を認識する大環状錯体を開発すること、そして、その金属間距離に応じた高

選択的触媒反応を実現することを目指している。2024 年度では、金属間の距離が精密に制御され

た大環状錯体の開発に取り組んだ。 

(1) ピリジリデンアミノフェノール (pap) 環状 3量体の合成と亜鉛 3核錯体による配位認識 

o-アミノフェノール部位とアセタール保護された 2-ホルミル-6-ピリジン部位を分子内に有する両

官能性単量体の環状多量化反応により、ピリジリデンアミノフェノール (pap) の環状 3 量体を合成

した。この 3量体の亜鉛錯体は、3つの亜鉛が約 3.2–3.8 Åの間隔で近接して配置された構造をも

ち、その配位サイトは大環状分子平面に対して垂直方向に配置されていた。この特徴を活かし、酢

酸イオンの配位結合による捕捉、およびリン酸イオンの三脚型の配位結合を活かした積層二量体

の形成に成功した。[2] 

(2) サリチリデンアミノフェノール (sap) 環状 4量体の合成と異種 4核錯体の合成 

配位結合による基質認識と触媒反応に向けて、異なる種類の金属を精密に配置した大環状錯

体を合成する手法の開発が重要となる。しかし、環状配位子が等価な配位部位を複数もつ場合、

それらに対する選択的な錯形成によって異種多核錯体を合成することは困難な課題であった。今

回、4 つの等価なサリチリデンアミノフェノール (sap) 配位部位をもつ大環状配位子を新たに合成

し、その配位子に対する段階的な錯形成反応により、Mo2Pd2異種 4核錯体を選択的に合成するこ

とに成功した。[4] 

2025 年度以降は、上記の錯体および他の関連錯体を触媒として用いた、高選択的反応の実現

を目指して研究を進める。 
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